全　議　事　録
	会議名
	平成２７年度第２回山陽小野田市文化財審議会

	開催日時
	平成２８年３月２９日（火）　午後１時３０分から１４時４５分

	開催場所
	教育委員会会議室

	出席者
	開初茂夫、嶋田紀和、瀬口哲義、德重壽美雄、原田直宏、松永保美

	欠席者
	なし

	事務局
	臼井謙治（社会教育課主査）・佐貫政彰・石原さやか（歴史民俗資料館館長）


２　会長あいさつ-
松永会長　事務局の方でご苦労をいただいて、「小野田セメントと笠井家」が立派にできあがりました。内容を見ましても、言いたいことがきちっと言ってあって、しかも資料等も比較的新しいものも出していただいています。それに伴ってこちらにもいろいろご相談があったと思いますが、看板とかを整備する計画もあります。そういうふうに、一つ一つ、ゆっくりした足取りではございますが、文化財を守るという動きが、行動に出ているということに対して、非常にうれしく、心強く思っています。これには、それぞれ委員の皆様も、事務局の皆様も、大変な、背景にはご苦労があり、また色々とお調べになったところもあると思います。引き続いて、こういう雰囲気の、そしてこの文化財審議会の場に審議をされるような内容が、次々と上がってくるように、期待をしているわけでございます。
３　報告

（１）
ふるさと文化遺産の登録について
事務局　　ふるさと文化遺産の登録について説明。
松永会長　私は会社のＯＢなものですから、気にかかっていましたのが、小野田セメントが何々をしたというのが、例えば軽便鉄道を敷設したというのについて、発案は確かにしたかもしれません。産業鉄道として、原料を運ぶのにどうしてもいることがありましたので。それから後、例えばセメント町駅を造る、そして旅客部門といいますか、人間も運ぶということに関しては、これは、当時市民ではありませんが、皆さんのほうが積極的になって運動をされて、ぜひ旅客者もつけて欲しいということを言われたわけです。そういうことがあって、初めて鉄道が敷けるということになったわけです。アイデアは出したかもしれませんが、けっして会社がということではなくて、あくまで、全体で造る方向に動いていただいたということだと思います。それは十分入れてもらいましたので、大変うれしく思います。
嶋田委員　産業道路というのがありますよね。これはどこに説明板をつけるんですか。
事務局　　これは公園通りの小野田工業の前のバス停のところにつけようと思っています。できるだけ、人が良く見やすいところを選んで付けようかと思っています。
瀬口委員　あそこの立体交差のところがよくない。小野田小。学校の前の高架になっているところ。あの当時に高架になっているというのも珍しかったかも。
事務局　　あそこは県道になるので、ちょっと面倒くさいです。公園通りは市道なので付けやすいというのもあります。
嶋田委員　市の設置の予算は１５年ですか、１６年ですか。
事務局　　１５年度です。
嶋田委員　ちなみにいくら位かかりますか。
事務局　　２種類ありまして、３つは大きい分で、それ以外は竜王山に建てている高札型の分です。それは３万円くらいで、大きいのは８万程度かかります。山口銀行については明日話しに行きますが、付けさせてもらえるのかなという感じです。
徳重委員　産業道路の歴史的な逸話ですが、あれは東条英機のときに、国防道路として、飛行機の発着に利用するということが一番基本にあった。特に、下関から王喜を通って吉部田あたりがちょっと広かったんです。これは小月の飛行場に飛行機が発着するのに、一番近いところだから、何かというときには、飛行場にではなくて、赤とんぼみたいに小さい飛行機だったが。これが今の１９０号線の最初の発案だったらしいですね。これはどれだけ本当かわからないけど、そういわれています。
開初委員　掩体壕が、その近くにあります。３箇所くらい実際にある、掩体壕の跡が。今、一箇所は行ったら、なるほど掩体壕だとわかります。飛行場にあるような掩体壕ではなくて、倉庫として草を入れておくような掩体壕がある。
徳重委員　太平洋戦争が激しくなって、国を守るということで、戦車が通れるように、軍事的に造られた道路です。これは確かと思う。
事務局　　そういう産業道路というのは、下関宇部間は知っていますが、他にも県内などに造られたのでしょうか。
徳重委員　よくわからないが、１９０号線はそういう道路と言われていますね。
開初委員　他にも色んな所でそういう細工をしているみたい。
松永委員　韓国の話で申し訳ないが、金浦空港からソウルに向かう途中、電柱が一切ない道路があるんですね。今のお話を聞いて、ハッとしました。タクシーの運転手から聞いてはいたのですが。これは実は滑走路に変わるのだと。
徳重委員　滑走路に変わるんですよね。敵は必ず飛行場を狙うから。飛行場から飛べないときに、急遽発着するのに。
松永委員　これは産業道路という名前で出してもらって、例えば、これは県道○○線となるより、こういう言葉を表面に出してもらった方が、むしろ説明の必要はあるでしょうが、いつごろ、何のために、と繋がりますよね。やっぱり両方繋がって初めて、皆さんに、生活に対してこうだったという意味を持つわけですから。そういうところは、やっぱり強調できるところはした方がいいかもしれませんね。県道○○線と言ってしまえば、一発でしょうが。
徳重委員　国道１９０号線と言っても、ぜんぜん意味がない。みんな○号線とつけているが。
事務局　　説明版は、ふるさと文化遺産の内容を、ほぼ踏襲して作っていますが、ちょっと笠井建次郎の説明は入れていますが。ここに軍事目的で作られたとか、入れた方がいいですか、産業道路に。
瀬口委員　いいんじゃない。
徳重委員　これはこれでいい。
瀬口委員　たぶん、どこもそういう感じだったんじゃない、全国的に。
松永会長　ほかに、皆さんのほうで、ご意見、お気づきがあったらお願いします。

（２）ハマセンダンの診断について
事務局　　ハマセンダンの診断について説明
嶋田委員　診断日に、もし見学ができれば、案内していただけるとうれしいです。せっかくのそういう機会に立ち会ってみたい。
徳重委員　ちょっとわからないと思いますが、指定してから今まで、だいたいどれくらいの人があそこに見に来ているのか。
事務局　　ちょっとわからないですね。

嶋田委員　去年は１０月にひとづくり財団が竜王山の観察会をやったんですよ。県下から５１名が来まして、市内は３人、あとは全部市外から。今年は４月２４日に春の竜王山の観察会をやってくれということで、年２回になりました。１０月１０日にもやりますが。そのときに、本山岬とハマセンダンを、竜王山の山野草と史跡、トータルで竜王山周辺を案内するんですよ。ハマセンダンもご案内するんですよ。やっぱりハマセンダンに関しては驚かれますね。これはすごいねと、皆さんが話されています。今年の春は４月と１０月の２回ほど、人づくり財団ですから、県下から集まるんですよ。それと、竜王山でゴソゴソしていると、ハマセンダンはどこにあるのかと聞かれるんですよね。確かに看板は神社のところにありますが、我々は分かるんですが、よその人は分かりにくい。
事務局　　来年度考えようと思っています。
嶋田委員　刈屋からあがるところと宇部フィルムのところに２箇所、こっちに入るというのが分かれば。親切かなと思います。
徳重委員　そこに見に来ているのは来ているんですね。
開初委員　神社の階段に上がったあと、神社の裏にまわりにくいような。普通の人があの上に上がったときに、そこでおしまいと思って、間違えたと思うんじゃないかね。あの裏の方にまわって行くという考えがないんじゃないか。神社はボロボロになっているし。
嶋田委員　神社はもうないね。土台は相当崩壊しているし。
松永会長　矢印でもいいから何かやっとかないといけないかな。
事務局　　今、絵付きで分かるようにしてあるのと、あとで説明しようと思っていたのですが、来年度の事業で、大浜神社の撤去の費用というのがついています。どこまで撤去するというのは、もちろん宇部フィルムとの了解の上でのことなので、完全に撤去はできないかもしれませんが、ちょっと行きやすくしようというふうに、考えています。
嶋田委員　撤去するのにお金がかかるでしょ。
事務局　　宇部フィルムの意向があるので、完全撤去は難しいんですけど。
嶋田委員　宇部フィルムは撤去してくれって？
事務局　　したくないと言っています。完全にはですね。更地にするのはちょっとという話なので、ちょっと行きやすくなる様に改善しようと思います。
嶋田委員　私の考えは、あれは大浜炭鉱の遺構としてあってもいいと思います。本殿の前に矢印１つあれば、それからずっと行けると思います。
事務局　　今、階段を上がってすぐの所に分かるようにしています。
嶋田委員　本山岬のくぐり岩に行く道も、我々は当たり前という認識ですが、あそこにいた時に、岬の方から来た人から、どっちに降りるかと聞かれたんですよ。実は竜王山の道標も、前は無かったんですよね。１５年くらい前に配水地から頂上までの間で、頂上はどっちですかと聞かれました。そうなんだと思って、校区で相談して設置したんですよ。
瀬口委員　あの地区の総合的な案内板ってない？
事務局　　本山はあります。何箇所かありますね、駐車場のところとか。
嶋田委員　本山駅と、焼野海岸から竜王山に上がるところと、中腹の駐車場、竜王山の展望台。ハマセンダンも書いてあります。それには本山岬まで行く道は分かるけど、どっちから降りていいかというのが分からない。地元の人でないと。
開初委員　本山岬はわからないね。
嶋田委員　だから校区で看板を作った。本山校区で。絵を描いて写真を入れて。全部が全部、市がやる必要はないんですよ。それぞれの地区、校区でそういったところにも力を入れるように、行政の方から働きかけるのも大事です。市内、全部、細かいところまでやったら堪らんですよ。優先順位をつけてやっているでしょうが。
開初委員　大浜炭鉱の神社は、神社跡か何かで残しておいたほうが、大浜炭鉱の説明をするときにすごく役に立つと思うよ。
事務局　　もちろん、慰霊碑は大切にしますし、鳥居も絶対に壊さないですし、ただ、狛犬とかが、かなり危ないので、それはどうにかしないといけないかなと思います。
嶋田委員　安全に問題が無い限りは残したほうがいいと思います。ただ、あそこに人が来て狛犬が倒れたという危険性があれば、現状を変更しないといけないけど、そうでなければ現状のままでいい。そういうところにお金をかける必要はないかなと。
事務局　　所有者の意向もあるので、それと協議しながら進めていこうと思います。

松永会長　本件、よろしいですか。
嶋田委員　掃除ですが、枯れ枝とか。これは竜王山協賛会にお願いすると聞いているんですが、年１回くらいしかやってない気がしますが。
事務局　　年２回しようかという話もあります。
嶋田委員　させないといけない。ときどきパトロールをしてもらって。ちゃんと管理料を出しているんだから。
事務局　　管理料もそんなに高くないので、あまり言えなくて。
嶋田委員　我々がボランティアでやってもいいですよ。
瀬口委員　宇部フィルムはしないの？
事務局　　宇部フィルムは慰霊碑のところまではしてくれます。もともと、あそこまではちゃんと管理されています。
松永会長　とくに大浜炭鉱の件が話題になっていますが、小野田の歴史を紐解いてみると、石炭の時期というのはものすごく大きく、従業者数も5,000人近くいたんです。人口の１割近くいたわけですから。それだけの産業が今は消えてしまっているわけですが、物として残っているのは、今非常に少なくなっています。宇部興産は、西沖の分は入れさせてくれないしね。炭鉱の遺跡、今開初さんもおっしゃいましたが、重要な意味を持つとは思いますね、小野田の話をする場合は。大浜炭鉱の斜坑の跡もありますが、そのほかにひとつ、新沖のあれとか、かつては若沖にもあったんですが、どんどん無くなっていますね。そういう点では、今おっしゃったとおり、あれは無くするというのではなくて、むしろ語り継ぐというかたちにした方が良いのではという感じがしますね。34
（３）大判山古墳出土石棺の修復について
事務局　　大判山古墳出土石棺の修復について説明。
徳重委員　何の石って？
事務局　　御影石（花崗岩）です。予算があまり無かったので、クオリティは目をつぶっていただくほかはないかなと。砂岩で、何でそんなに高いのかと思いましたが、業者に２社尋ねても、その値段になるようで、どうしてそんなに高いのかと、私は不可解に思ったのですが、業者としてはそのくらいかかるようです。出雲石の来待石を用いて復元したいなと思いましたが、うちの予算とかけ離れていまして。
瀬口委員　砂岩は流通してないんだと思う。
事務局　　島根まで買いに行けば、それなりの安い値段で買えるのではないかという感じですが。
瀬口委員　そういう感じはありそう。
嶋田委員　本山岬のところは、上のところは固い砂岩なんですよ。下側の方と違うので、崩落して上のほうはブロックで直してある。あれを使ったら良いかも。潮で洗われて残っている。
開初委員　そこに行って持って帰るお金がかかる。
瀬口委員　流通しているのは、それなりの大きさにしてあって運べるけど、現場から切り出したりとなると。
開初委員　自分のところにある石を使ってならともかく、取りに行くとなると、それなりの重機を用意しないといけない。
瀬口委員　この大きさの砂岩がとれないのだろう。
事務局　　島根まで行けばあります。この辺では大きさがとれないが。花崗岩は風化が無いので、砂岩だとどうしても風化がある。お墓の位置を見ると、ほとんど南側に展示物が向いていますから、雨の降りこみもあるし、紫外線もあるので、まあ砂岩でなくても良かったのかなと思います。
開初委員　表記はしないの？元々砂岩だったけれど。
事務局　　説明書きには、もうレプリカと書いてあります。
松永会長　砂岩の場合、年代からしたら3,000万年くらい。厚東川の奇岩層など、いろんなところに砂岩が入っていますが。古いものでも5,000万年、新しいものが3,500万年くらい。それを切り出して作ったとしても風化はもう確実に進みます。だから何年かすれば恐らく。これはプラスチックで加工してありましたよね。それであってもこうなるのですから。まあ、申し訳ないけど、何十年かすれば無くなるでしょうね、砂岩で作った場合は。そういう意味では、残念ではあるけれども、そういうことを明記した上で、掲示をするということにすれば、いたしかたない。先生どうですか。
原田委員　よくわからないです。
瀬口委員　これは文化財でも何でもなかった？
事務局　　はい。指定されてないです。

松永会長　だから、花崗岩でやって、そのことをはっきり書いておけばいいと思います。これは蓋はなかったですか。
事務局　　なかったです。実測図とかに出ていないので。

開初委員　元々は蓋はあった。
事務局　　これ自体、発掘自体はもっと早かったのですが、調査をしたのは昭和４０年ころです。その間に。副葬品も鏡とかがあったらしいという話はありますが、実際今どこにあるかはわかりません。
松永会長　西の浜の公民館のふちにあったときから、もう蓋は無かったですね。
（４）２７年度歴史民俗資料館事業報告
事務局　　２７年度の歴史民俗資料館事業について報告
（５）２８年度文化財・歴史民俗資料館関係主要事業について
事務局　　２８年度文化財・歴史民俗資料館関係主要事業について説明
松永会長　写真の類は、撮ったときはもちろん価値がありますが、それが何年か経ったときに、例えば、山陽町とか厚狭を振り返ろうというときに、その写真がものを言うんですよね。だから、本当に整理をして、分かるように所蔵しておいたら、あとで役に立つ、何度でも役に立つと思います。
嶋田委員　デジタル化したらいい。

事務局　　デジタル化の前に、分類をしないと。バサーと固まって置いてあるので、まず整理して、特に開初さんのご協力がなければできませんので。
開初委員　やろうと思ったけど、できなかった。昭和３０何年のとき、国体のときの写真をもらった。もらった後、図書館がもらったわけではないが、いろいろな所にあったものを図書館に保管させてくれって言われてもらった分を置いていた。小出しに出して展示していたが整理するまでできなかった。国体の分は一応ＣＤに落とすのは落としている。あれは、写真にして展示しようと思ったら、すぐに復元できる。
事務局　　ぜひご協力をお願いします。
開初委員　いくらでも協力しますので。
嶋田委員　石原さん、竜王山に八大竜王宮ってあるでしょ。そこの神石というのがあるんですよ。池田雄幸さんの家で管理していて、古文書もあるんですよ。来たら見せてあげるよと。その神石には触ったり写真をとったりしましたが、古文書もあって、池田雄幸さんは子供さんがいらっしゃらない。で、あとそれをどう処分するかで悩んでいる。私は最初に石を見に行ったときと、ついこの間竜王山で出会って、2日前に竜王山で会って、もしものときには教育委員会に預けたらどうですかと言いました。ぼちぼち判断しないといけないなと言っていました。こちらからアプローチをかけてもいいかもしれませんよ。自分が持っていたやつが、よそに言って、帰ってきたという話もされていました。人に貸してから。貴重なものだから、やはりこちらからアプローチをかけて、話す中でお預かりしましょうかと。神石は５月５日にお祭りがあるが、そのときは上にあがってくる。見られる。あの神石も、主が、預かる人がいないわけ。どうかしないと。ご夫婦も非常に困っている。将来どうしようかと悩んでいる。こちらがちょっと助け舟を出してあげるのもいいかもわかりません。
開初委員　厚狭公民館にあった寝太郎堰のことなんだけど、あれは今の前の寝太郎堰で実際に使われていた石なんだけれど、実際に使われていた石で、当時の橋本知事の名前で記念碑がある。この石をもって千町が原を潤したって。そこに持っていって欲しい。
事務局　　あそこは、人が行きにくいですよね。
開初委員　あそこに移設してもらうと、寝太郎堰が紹介しやすい。
事務局　　あそこは、今でも疑問なんですが、河川区域内で県が管理する国有地なんですよ。そこを加工して持っていくというのは、まず不可能だと思います。
開初委員　文化財関係をそこに展示するって言ったら土木のほうも嫌と言わないと思う。
事務局　　河川区域内の加工自体が難しいと思います。置くだけならともかく、道を作らないといけない。恐らく、県が改修のときに行っていたら碑が建っているでしょうが、それを市がやらせてくれと言うのはちょっと、河川区域内は非常に難しいと思います。
開初委員　今の寝太郎堰の反対側が広場になっているんだけど、あそこは今車止めがある。なぜかと言ったら、あそこに入ってゴミを捨てるから。もうようよう、やれんことなって止めているんだけど。案内するときにあそこに入らせてくれというのは、この間了解を得た。土木にとった。そのときに、ちょっと反対側の話もした、ちょっとあれをどうにかできないかと。大切な史跡だから、疎水百選にも選ばれたしね。
事務局　　疎水百選の碑もありますよね。あれは、どうも無許可で建てたみたいです。
事務局　　この間、設置者を調べたのですが、観光課も知らないと言うし農林水産課もよくわからないと言う。どこが建てたのか。土地改良区と山陽小野田市観光協会が建てたことになっていますが。
事務局　　無許可の可能性があります。
開初委員　市が無許可でやったら大事だけど。
事務局　　今、沓山田の構造改善センターがありますよね。沓古墳の、あの辺を確保しているんです。
開初委員　沓古墳のところもありがたい。ありがたいんだけど、あれも、もともと田んぼの中にあったから、沓古墳の沓古墳らしいところがあったんだけど、家を建てるときに、２メートルくらいかさ上げをして、そこに沓古墳をもっていったから、あれを見ると、みんな、そのレベルであそこにあったと思うわけ。そこに寝太郎堰を。まあいいか、仕方ないか。寝太郎堰のところに、あの石で、俵石って言うのか、あの石はあまりない石だから。ああいう石で堰を造ったと、もともと有帆川を堰き止めた高泊開作も、恐らく石だったと思うが。そういうのが公民館のところにあったのも残念だったけれど、せっかくだから元に戻したらいいなと。
事務局　　結局、寝太郎堰のところは行きにくいんですよね。道ではないし。草がきちんと刈ってあればいいですが。見てもらえないと意味がないですし。いろいろ考えるのですが。結局寝太郎堰の説明版も建ててないんですよ。どこに建てるかがきちんと決められないので。
開初委員　寝太郎堰に行く道が、まず一番なんだけどね。寝太郎さんの話をしても、寝太郎堰に連れて行かないと、あまり意味がないので、ほとんど歩いて行ってもらっているからね。歩いて案内して、堰の説明をすると、フーンとなるから、あの辺にあるといいんだけどね。沓古墳のところに置くと、50年から100年はそのままだろうから。一度置くと、なかなか元に戻らない。

４　その他

（1） 小野田山について（資料６）
瀬口委員　この前のときに、小野田はどこかという話になって、ちょっと調べてみる　　　　　　　
　　　　　と、地下上申絵図が、楠の図書館のところにたまたま展示してあったので、写真を撮ってきて、赤い矢印は僕が付けたもので、その下の三角のところに小野田山って書いてあるんですよね。ちょっと見にくいと思いますけど、白い三角が見えると思うんですよ。それと見比べた図面が、昭和２２年の地形図。そこに２２．５ｍというピークが、三角点でなくてピークがかいてあるんですよね。昭和２２年ね。あ、２４．５か。２４．５というピークが２２年の地形図の中に出てくるんですよね。で、その位置がどこかっていうのを、もう一回、今の都市計画図でいうと、その下、住吉神社の上のところの、ちょっと広っぱになっているところだと思うんですが、小野田中学校に行く掘割の上のところ、そこが２２．５ということになって、たぶん、この地形図でいうと、小野田山のピークは、現在のその位置になるのではないかと、だから笠井順八に行くところの交差点のところから、笠井順八像って標識ができていて、住吉神社の方に行かずに、まっすぐ上がっていく道がありますよね。それの右側のちょっと小高くなっているところが、そんなに小高くはないのですが、木もなにも、たぶん生えてなかったと思うんだけど、丘みたいになっているところがピークではないかと。だから山頂という言い方をすれば、あそこが小野田山の山頂になるのではないかというふうに思って、地図を取り寄せて見比べてみたというところです。それと、昭和２２年の図面の中には、産業道路が出てない。で、米軍の２２年の写真には産業道路が出てる。というのは、たぶん、今さっき言われたように軍用道路ではなかったか、地図に載せなかったのではないかと。だけど、地図に載せなくても、米軍は掌握していたのかもしれないが。
徳重委員　教科書もそうだったが。
瀬口委員　２９年になって産業道路の図面が出てくるのだが、２２年、２７年の図面には出てきてない。それから言うと１７年にできたと言うのは。
事務局　　１７年は小野田橋ができたんですよ。ここが一番最後に工事が行われているので、それ以外は昭和１２年とかから、少しずつできていた。
瀬口委員　だから、戦中時代に頑張って造っていたんでしょうが、地図には、産業道路ではなくて軍用道路ということだったら載せるなということで。
徳重委員　正式には軍用道路とは言わないで、国防道路、とか何とか言っていた。国を守る道路って。
事務局　　１７年の水害のときは、もう小野田小の前は出来ているので、あそこに船がのっかっている写真がありますよね。
瀬口委員　それから言うと、地図の訂正が、どういうわけかされてないというのが。２２年の時点で修正されてないというので、ちょっとあれなのかもしれないが。
事務局　　国土地理院の前進は？まあ、戦後だから、まだ調査をしてないのかもしれませんね。
瀬口委員　小野田山というのは、あそこの住吉神社の上に、山頂碑でも建てたら。この説明には一帯と書いてあるが、どうなのかなと思って。
松永会長　一の小野田、二の小野田という地名が残っているはずです。その地名はこの該当区域に相当します。今言われた。その沖はもちろん小野田潟ですよね。それは河野豊彦先生が詳しく調べていますから、それには一の小野田、二の小野田が完全に載っていますから。
開初委員　小野田の地名の、一番の由来の場所はここですよというのはロマンがあるよね。ここから小野田という地名が始まったと。
瀬口委員　この図面で言うと、今の国道の反対側、矢印が付いている反対側というか、宇部なんだよね。右のところは宇部なんだよね。ヤマダ電機の前の交差点のところにコンビニがあるけど、あの下は宇部ななんだよね。宇部がずっと、小野田中学校の下のため池とくっ付く位まで、宇部のため池がきているんだよね。で、ここ半分丸河内って書いてあるいけど、丸河内自体も宇部だったんだよね。たぶんこのピークを境に、昔の宇部と小野田の境目であるとすると。地下上申の中には何と出てくるんだったっけ？岡村だったけ？田屋村と岡村というのがあって、今は岡田屋って言い方をするんだけど。岡村と田屋村があって、岡村には人家なしと、岡村の中に小野田山があるみたいな格好になって、昔は分水嶺が村境だったとすれば、ピークがこの辺でもおかしくはないかなと。今の市町村境はもうちょっと奥の方にある。昔は丸河内まで宇部村、というか。それのピークからと考えると若山公園の裏のここが小野田山だったのでは。地理院に言って小野田山と書いてもらうといいが。
事務局　　そこは難しいです。相当な資料をそろえて。
瀬口委員　呼んでいたら書いてくれるんじゃない？地元でここは小野田山と呼んでいたら書いてくれるんじゃない？
松永会長　小野田山というのは一つの山のピークではなくて、一つの峰の連なりを表現といいますか。叶松山はやはりそうですし、小野田山もそうですし。
嶋田委員　竜王山もそうですね。
瀬口委員　竜王山もピークはある。山全体を竜王山って。山だからそういう言い方をするけれど、けれどピークに名前をつける。
松永会長　それが、ピークに名前が。小野田山って言う場合の小野田山は、一つのピークは指さないのではないですかね。尾根がずっと続いていますから。旦の方から野来見までは。
瀬口委員　地下上申を見ると、小野田山って書いてあるよ。地図を見ると、固まりがあって、若山公園、住吉神社の固まりみたいな。高くなかったから山と呼ばなかったんだろうけれど。
松永委員　小野田御立山というのがあるんですね。それは若山公園から春陽院までです。これはご存知のように代官山ですから、向こう側には叶松山が同じ代官山であります。
瀬口委員　春陽院のところは切れるんじゃない？山って繋がってないよね。完全にあの駅で切れるよね。小野田中学校の裏のため池と、今だいぶ国道が出来たから深くはなったけれど、山自体は切れている。
松永会長　だから丸河内の坂自体も、あれは言ってみれば丘陵ですよね。
瀬口委員　丸河内の坂のところから、ガーっと降りて、労災病院のところまで上がっていくよね。春陽院までは山として連なってないよね。
松永会長　それは一連のものですよ。小野田線とか、そういうので切れてはいるけど、もともとは。
瀬口委員　もともと、あそこに低いところがある。一の小野田とかいって、田んぼが奥まで入っていたから、それで山は切れている。だから、ここのところは山として囲まれてくる。連なってない。
事務局　　小野田山というのは、一つの山だけでなく、もっと広いのでは。
瀬口委員　広がりが繋がっていかない。小野田中学校のところの下がったところで、完全に切れている。山として、海抜で言うと１０ｍ以下になってくるよね。
嶋田委員　竜王山の頂上から見ると、グリーンベルトがずっとある。それは昔の地形の小野田と思うんですね。そのほかの平野部のところは開作されてできたものであって。
瀬口委員　竜王山から見ると、こっちからまわっていくんだよね、今の古墳のある方から。それから野来見を通って、叶松を通って。その中に入り江みたいになっている。山の繋がりとしては。奥までなかなか行かないんだよね。
嶋田委員　丘陵地帯になっているところが、陸地だったんですから、昔は。だから厚南平野と高泊開作の辺はずっと海だったでしょ。で、その間に丘陵地帯があって、陸地がずっと繋がっていた。そこに多少のピークがあったんでしょうが。
松永会長　それで、ここはため池がありますよね。黒っぽく見えるのがため池です。このため池はすべて土手があって、もしその土手がなかったら、今言われたように海に通じている川なんですね。だから、そういう意味では山の一部に何か𠗖あいがあって、それを川が下っていたというのは間違いないと思います。だから上のほうが二番ため池と言って、労災病院があるところです。かなり大きいのが一番ため池で、小野田中学校の裏。これは宇部との境になりますね。これはいずれも江汐池と一緒で土手がポンと造ってあってため池になった。ため池が出来たときは、明治４年です。小野田新開作が出来たときということになります。
PAGE  
2

